
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・授業ユニバーサルデザイ
ンの徹底・コンテストや検
定の計画的な実施・「ドリ
ルパーク」の活用

・検定合格率75％以
上
・授業に関する肯定
的評価93％以上

・管理職による授業観察
・道徳の授業力向上のため
の授業研修実施・講師の招
聘

・道徳の授業力向上
に関する自己評価
80％以上

・一人一台端末等の効果的
な活用
・情報収集力・プレゼン
テーション能力の育成

・プレゼンテーショ
ン発表を１人年間10
回以上行う

・体育授業時の補助運動の実施
・昼休み時間の運動の奨励
・運動部活動加入率の向上

・運動部活動加入率
50%以上
・体力合計点の個人前
年比＋が60％以上

・基本的生活習慣の徹底
・身だしなみや正しい姿勢
の指導

・保護者アンケート
「基本的生活習慣」
に関する肯定的評価
95％以上

・体力テストにおける目標
値の提示
・準備運動と練習時間の確
保

・体力合計点を前年
比＋５％
・区の平均を上回る

・巡回指導や特別支援教室
専門員の活用・連携

・授業UD実施率
100％
・週１回の特別支援
委員会の開催

・エンカレッジルームの保
護者への理解啓発

・学校だより、学校
ホームページにてエ
ンカレッジルームを
紹介

・不登校対応巡回教員、別
室指導支援員の活用・連
携、教室への復帰の促進

・別室登校生徒数の
削減

・道徳授業の充実
・縦割り活動の充実
・「あいさつ」「返事」
「感謝の言葉」の励行

・保護者アンケート
「道徳授業の充実」
「基本的生活習慣」
肯定評価95％以上

・いじめアンケートと担任
面接の実施
・特別支援委員会の充実

・不登校生徒出現率
６％以下。新規不登
校生徒出現率２％以
下

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和７年度　江戸川区立松江第六中学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
【開拓の心を身に付け、志をもち、自ら育つ生徒】
・学び考える生徒　・他を思いやる生徒　・心身たくましい生徒

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

￮ 誰もが生き生きと過ごし笑顔溢れる学校。課題に迅速に対応し、積極的に改善・充実を図る学校。保護者・地域から信頼され、安心して生徒を通わせられる学校。

￮自ら学び、考え、判断し、主体的に行動できる生徒。人の気持ちや立場を思いやり、互いを尊重し、高め合うことのできる生徒。向上心を持ち、将来にわたって進んで地域や社会のために役立と
うとする生徒。

￮生徒の成長を一番に考え、常に工夫や改善の意識を持ち、互いに高め合いチームで教育活動を推進できる教師。生徒の身近にいる大人として魅力のある教師。

前年度までの本校の現
状

・上級生が良い見本となり、学校が落ち着いた状態を維持できている。授業に集中している生徒が
多い。良い伝統を継承し、あいさつが全学年でできている。
・学校行事は毎年ワンランク上を目指し、３年生が手本となり下級生を引っ張っている。
・安定した小中連携ができている。また地域からの期待も高いが応えることができている。

・学力の２極分化が進んでいる。学力的に低い生徒へ学習意欲を高めさせ、学力を向上させることが難しい。
・不登校生徒の出現率が８％台から６％台に減ったが、特別な配慮を要する生徒も多いため、引き続き新規の不登校生徒が出な
いように細やかな配慮が必要である。
・教職員の労力の担うところは大きく、働き方改革は進んでいない。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

体
力
向
上

〇授業改善の推進、学
習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得

〇研究授業、都教委訪
問等を通した、教員の
授業力、指導力の向上

〇運動意欲や基礎体力
の向上

〇健やかな体の育成

○体力テストに向けた
準備と正しい測定方法

学
力
向
上

〇読書科の更なる充実

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実

〇エンカレッジルーム
の活用促進

〇別室登校生徒への働
きかけの推進

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

〇豊かな心の育成

〇不登校対策の実施・
充実



・スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワー
カーとの連携強化

・どこにも繋がって
いない生徒を０にす
る

・学校だよりの定期的発行
・学校ホームページの定期
的更新
・tetoruによる情報発信

・毎月の発行
・週１回以上の更新

・生徒、保護者、地域、教
職員へのアンケート調査の
実施

・生徒へは年２回、
保護者・地域へは年
３回の授業公開時と
２学期の４回実施

・防災訓練、地域の祭り、
ボランティア活動への生徒
の参加

・生徒の半数以上を
ボランティアに関わ
らせる

・週１回のノー残業デーの
実施
・働き方マネジメントの推
進

・月平均時間外労働
時間昨年度より15％
減または45時間以内
達成50％

・グループ活動・縦割り活
動・アウトプットの機会の
増進

・２回のアンケート
で自身の変容が感じ
られる生徒を40％以
上

・小中連携プログラムの推
進
・年間を通しての連携を充
実させる

・令和8年度の新入
生81名以上(３クラ
ス)の確保

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

〇教育相談の強化

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

〇働き方改革の推進

〇自分の思いや考えを
相手にしっかりと伝え
ることのできる生徒の
育成

〇小中連携教育の推進

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

〇学校だより、学校
ホームページの充実等

〇学校関係者評価の充
実

〇地域から愛される生
徒の育成


